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第
百
八
十
六 

  
 

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル 

   
 
 
 
 

一 
  

一
九
七
五
年
の
四
月
三
十
日
正
午
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
サ
イ
ゴ

ン
の
独
立
宮
殿
に
北
ベ
ト
ナ
ム
正
規
軍
の
戦
車
隊
が
突
入
し
た
。
南

ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
ズ
オ
ン
・
バ
ン
・
ミ
ン
大
統
領
は
無
条
件
降
伏
を

し
、
こ
こ
に
長
か
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
終
結
を
見
た
。
七
三
年
一

月
、
パ
リ
で
「
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
」
が
調
印
さ
れ
て
二
年
三
か
月

後
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

物
量
や
兵
器
の
性
能
に
お
い
て
圧
倒
的
に
劣
勢
だ
っ
た
北
ベ
ト
ナ

ム
を
、
最
後
ま
で
一
枚
岩
で
統
率
し
た
の
は
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
と
い

う
人
物
で
あ
る
。
思
想
家
で
あ
り
政
治
家
で
あ
り
、
か
つ
北
ベ
ト
ナ

ム
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
こ
の
人
物
は
、
し
か
し
歴
史
的
な
勝
利
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
六
九
年
九
月
に
逝
去
し
て
い
た
の
で
あ

る
。 

 

本
名
は
グ
エ
ン
・
シ
ン
・
ツ
ォ
ン
と
い
う
。 

 

一
八
九
〇
年
五
月
十
九
日
生
ま
れ
と
い
う
が
、
誕
生
日
に
は
異
説

が
あ
る
。
地
方
官
吏
の
父
が
上
級
官
吏
の
試
験
を
受
け
る
べ
く
ベ
ト

ナ
ム
王
朝
の
古
都
フ
エ
に
移
り
住
ん
だ
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド

シ
ナ
総
督
府
が
設
け
た
ベ
ト
ナ
ム
人
官
吏
養
成
学
校
「
ク
オ
ッ
ク
ホ

ッ
ク
（
国
家
学
堂
）」
に
入
っ
た
。
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ッ
ト
で
小
学
校

の
教
師
を
し
た
の
ち
、
サ
イ
ゴ
ン
で
技
術
者
養
成
校
に
入
学
し
た
。 

 

二
十
一
歳
の
と
き
シ
ャ
ル
ジ
ュ
ー
ル
・
レ
ユ
ニ
運
輸
会
社
の
コ
ッ

ク
見
習
い
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
。
以
後
三
十
年
間
、
海
外

で
の
流
転
が
始
ま
る
。 

 

ま
ず
彼
は
船
員
と
な
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
。

の
ち
パ
リ
で
共
産
主
義
に
接
近
し
、
三
十
一
歳
で
フ
ラ
ン
ス
植
民
地

民
族
連
盟
の
創
立
に
参
加
し
た
。 

 

二
三
年
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
農
民
代
表
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
で
執
行
役
員
、
二
四
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
五
回
大
会
で
東
方
部

常
任
委
員
、
二
六
年
ソ
連
の
ボ
ロ
デ
ィ
ン
軍
事
顧
問
団
の
一
員
と
し

て
中
国
に
行
き
、
広
東
で
「
ベ
ト
ナ
ム
青
年
革
命
同
志
会
」「
共
産

主
義
同
盟
」
を
設
立
し
た
。 

 

二
八
年
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
よ
り
党
創
立
の
権
限
が
与
え
ら
れ
、
香
港

に
「
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
」
を
創
設
し
た
。 

 
そ
の
後
、
党
の
方
針
を
め
ぐ
っ
て
や
や
内
紛
め
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
の
時
期
、
彼
は
モ
ス
ク
ワ
で
結
核
と
の
闘
病
生
活
を
送
る
か

た
わ
ら
、
レ
ー
ニ
ン
国
際
大
学
で
革
命
理
論
・
被
抑
圧
解
放
運
動
の

研
究
に
没
頭
し
た
。
一
九
三
八
年
に
再
び
中
国
に
入
り
、
中
国
共
産

党
・
葉
剣
英
麾
下
の
国
民
党
支
援
軍
に
随
行
し
つ
つ
南
下
し
、
四
一
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年
二
月
、
つ
い
に
中
越
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
第
二
次
大
戦
下
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
日
本
軍
に
と
っ
て
も
フ
ラ
ン

ス
・
イ
ン
ド
シ
ナ
方
面
軍
に
と
っ
て
も
グ
エ
ン
・
シ
ン
・
ツ
ォ
ン
と

い
う
男
は
危
険
分
子
だ
っ
た
。 

 

彼
は
北
部
パ
ク
ボ
の
洞
窟
に
潜
み
つ
つ
独
立
闘
争
路
線
を
示
し
て

「
ベ
ト
ナ
ム
独
立
同
盟
（
ド
ゥ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ン
ミ
ン
＝
ベ
ト
ミ

ン
）
を
結
成
し
た
。
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
、
漢
字
で
表
記
す
る
と
「
胡

志
明
」（
志
明
ら
か
な
る
異
邦
人
）
を
名
乗
っ
た
の
は
こ
の
と
き
で

あ
る
。 

 

中
国
南
部
に
ベ
ト
ミ
ン
後
方
拠
点
を
設
置
す
る
仕
事
を
進
め
て
い

た
と
き
、
共
産
主
義
の
拡
大
に
警
戒
を
強
め
て
い
た
中
国
国
民
党
に

拘
束
さ
れ
、
四
三
年
九
月
に
釈
放
さ
れ
た
と
き
、
自
分
の
足
で
立
て

な
い
ほ
ど
に
体
力
が
衰
え
て
い
た
。 

 

や
や
あ
っ
て
再
び
ベ
ト
ナ
ム
に
戻
り
、
四
五
年
八
月
、
日
本
が
無

条
件
降
伏
し
た
好
機
を
と
ら
え
て
全
国
的
な
蜂
起
を
発
動
し
て
「
八

月
革
命
」
を
成
功
さ
せ
た
。 

 

こ
の
と
き
日
本
に
旧
王
室
の
保
大
（
バ
オ
ダ
イ
）
帝
を
首
班
と
す

る
亡
命
政
権
が
あ
っ
た
た
め
、
最
初
の
民
族
分
裂
の
危
機
に
迫
ら
れ

た
が
、
天
運
は
彼
に
味
方
し
た
。
連
合
軍
諸
国
は
戦
後
処
理
に
忙
殺

さ
れ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
が
真
空
状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
九
月
に
い

た
っ
て
「
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
臨
時
政
府
」
を
樹
立
し
、
こ
こ
に

初
の
統
一
独
立
国
家
が
誕
生
し
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

最
大
の
不
思
議
は
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
が
負
け
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。 
 

最
大
十
ト
ン
の
爆
弾
を
投
下
で
き
る
超
々
大
型
爆
撃
機
「
Ｂ
―
５

２
」、
最
新
鋭
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
、
火
炎
放
射
砲

を
備
え
た
装
甲
車
輌
、
連
装
機
銃
な
ど
近
代
装
備
を
備
え
、
ピ
ー
ク

時
に
は
五
十
万
人
を
超
え
る
兵
力
を
投
入
し
て
、
な
ぜ
勝
て
な
か
っ

た
の
か
。 

 

―
―
ベ
ト
コ
ン
の
ゲ
リ
ラ
戦
法
に
攪
乱
さ
れ
た
。 

 

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。 

 

な
る
ほ
ど
、
ベ
ト
コ
ン
は
民
衆
に
紛
れ
て
爆
弾
を
仕
掛
け
、
ア
メ

リ
カ
兵
や
政
府
中
枢
の
要
人
を
殺
し
、
テ
ト
（
旧
正
月
）
に
一
斉
蜂

起
し
て
南
側
の
足
下
を
す
く
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
朝
鮮
戦
争
で
恐

れ
て
い
た
こ
と
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
実
際
に
起
こ
っ
た
。 

 

だ
が
そ
れ
は
、
決
定
的
な
敗
因
で
は
な
い
。 

 
―
―
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
山
岳
地
帯
を
貫
く
北
側
の
補
給
路

を
断
て
な
か
っ
た
の
が
敗
因
で
あ
る
。 

 
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
・
ル
ー
ト
」
を
延
べ
何
十
万
も
の

人
々
が
往
復
し
、
手
と
足
で
中
国
か
ら
物
資
を
運
ん
だ
。
ア
メ
リ
カ
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は
国
際
法
に
則
っ
て
、
越
境
し
て
歩
兵
部
隊
を
送
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
も
一
理
あ
る
に
は
違
い
な
い
。 

 
だ
が
最
大
の
敗
因
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
侵
攻
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

北
緯
十
七
度
線
を
越
え
て
機
甲
師
団
と
歩
兵
部
隊
を
送
り
込
み
、
ハ

ノ
イ
を
占
領
し
、
そ
の
他
の
都
市
を
制
圧
す
れ
ば
、
戦
争
は
も
っ
と

早
く
終
っ
た
―
―
か
も
し
れ
な
い
。 

 

ア
メ
リ
カ
軍
は
超
々
大
型
爆
撃
機
で
、
北
緯
十
七
度
線
以
北
に
大

量
の
爆
弾
を
落
と
し
た
。
そ
れ
は
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
本
本
土

の
空
襲
に
倣
っ
た
作
戦
だ
っ
た
が
、
爆
弾
が
炸
裂
し
た
の
は
工
業
地

帯
や
家
が
密
集
し
た
都
市
で
は
な
か
っ
た
。
赤
土
の
荒
野
か
広
葉
樹

林
が
茂
る
密
林
だ
っ
た
。 

 

も
っ
と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
法
則
を
忘
れ

た
。
法
則
の
原
理
を
忘
れ
た
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も

こ
の
法
則
は
、
敵
と
味
方
が
同
じ
よ
う
な
武
器
と
兵
力
で
戦
う
こ
と

を
前
提
と
し
て
研
究
さ
れ
、
そ
こ
に
計
数
化
さ
れ
た
作
戦
が
適
用
さ

れ
た
。 

 

第
二
次
大
戦
は
工
業
国
と
工
業
国
の
戦
い
だ
っ
た
。
工
業
生
産
力

と
技
術
力
が
優
劣
を
決
定
し
、
精
神
力
と
物
量
力
が
戦
闘
の
勝
敗
を

左
右
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
こ
の
す
べ
て
が
通
用
し
な
か
っ
た
。
旧

日
本
帝
国
陸
軍
が
残
し
て
い
っ
た
元
込
め
の
単
発
銃
が
、
Ｉ
Ｃ
を
搭

載
し
た
最
新
鋭
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
を
撃
ち
落
し
た
の
だ
。 

 

も
う
一
つ
の
敗
因
は
、
最
初
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
及
び
腰
だ
っ
た
。

北
緯
十
七
度
線
を
越
え
て
ハ
ノ
イ
を
占
領
す
れ
ば
い
い
こ
と
は
分
か

っ
て
い
た
し
、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
実

行
し
な
か
っ
た
の
は
、
ソ
連
と
中
国
が
戦
い
の
前
面
に
出
て
く
る
こ

と
だ
っ
た
。 

 

で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
で
戦
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。 
  

ア
メ
リ
カ
は
延
べ
二
百
六
十
万
人
の
兵
士
を
ベ
ト
ナ
ム
に
送
り
込

み
、
五
万
八
千
人
が
戦
死
、
七
十
五
万
二
千
人
が
負
傷
し
た
。
南
ベ

ト
ナ
ム
側
の
兵
力
は
ピ
ー
ク
時
百
十
八
万
人
に
達
し
、
約
十
七
万
人

が
死
亡
し
た
。
対
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
側
は
正
規
軍
と
南
ベ
ト
ナ
ム
解

放
民
族
戦
線
（
ベ
ト
コ
ン
）
は
計
九
十
七
万
七
千
人
が
戦
死
し
、
百

三
十
万
人
が
負
傷
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

こ
の
こ
ろ
日
本
で
は
新
左
翼
諸
派
が
活
力
を
失
い
、
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
運
動
も
下
火
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
サ
イ
ゴ
ン
の
陥
落
は
、

遠
い
外
国
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
程
度
に
し
か
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。

主
要
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
う
ち
、
最
後
ま
で
特
派
員
を
置
い
て
い
た

の
は
毎
日
新
聞
だ
け
だ
っ
た
。 

 
同
紙
特
派
員
と
し
て
サ
イ
ゴ
ン
の
陥
落
を
見
届
け
た
古
森
義
久
は
、

そ
の
直
後
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
報
道
し
た
。 

  

サ
イ
ゴ
ン
に
軍
政
を
布
い
た
軍
事
管
理
委
員
会
が
「
米
植
民
地
主

義
や
傀
儡
政
権
の
低
俗
な
書
物
を
禁
止
す
る
」
布
令
を
出
し
た
の
を
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き
っ
か
け
に
、
焚
書
が
始
ま
っ
た
が
、
エ
ロ
本
だ
け
で
は
な
く
、
欧

米
の
文
学
や
一
般
教
養
書
ま
で
が
燃
や
さ
れ
た
。「
解
放
学
生
青
年

連
盟
」
と
名
乗
る
青
少
年
が
本
屋
や
民
家
を
一
軒
一
軒
回
り
、「
反

革
命
的
不
良
図
書
」
を
片
端
か
ら
没
収
し
た
。
さ
す
が
に
こ
れ
は
民

衆
か
ら
激
し
い
反
発
を
買
っ
た
の
で
、
軍
事
管
理
委
員
会
も
行
き
過

ぎ
を
戒
め
る
布
告
を
出
し
、
外
国
の
本
で
も
医
学
や
自
然
科
学
の
本

は
除
外
し
、
ま
た
民
家
に
立
ち
入
っ
て
没
収
す
る
の
は
禁
止
さ
れ
た
。 

 

人
民
裁
判
や
公
開
処
刑
も
始
ま
っ
た
。
初
め
は
刑
事
犯
が
対
象
だ

っ
た
が
、
間
も
な
く
旧
政
権
下
の
「
反
人
民
的
行
動
」
ま
で
処
罰
の

対
象
に
な
っ
た
。
通
常
の
訴
訟
手
続
き
は
行
わ
れ
ず
、
当
局
が
動
員

し
た
民
衆
の
な
か
か
ら
有
罪
の
声
が
上
が
れ
ば
処
刑
す
る
と
い
う
や

り
か
た
で
あ
る
。 

  

臨
時
革
命
政
府
は
南
側
旧
政
府
の
要
人
や
国
家
公
務
員
、
旧
軍
の

将
校
な
ど
を
次
々
に
捕
ら
え
て
い
っ
た
。
逮
捕
さ
れ
た
の
は
三
十
万

人
を
下
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
一
般
市
民
で
あ
っ
て
も
共
産
主
義

に
服
従
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
人
々
は
「
新
経
済
区
」
へ
の
移
住
を

強
制
さ
れ
た
。
そ
こ
は
未
開
拓
の
荒
野
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
あ
る
い
は

南
政
府
軍
が
仕
掛
け
た
地
雷
原
だ
っ
た
。 

 

新
政
府
は
開
拓
者
た
ち
に
家
を
建
て
、
最
初
の
三
カ
月
は
食
糧
を

支
給
す
る
と
約
束
し
て
い
た
が
、
現
地
の
役
人
た
ち
が
横
領
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
餓
死
や
自
殺
が
相
次
い
だ
。

ア
メ
リ
カ
軍
に
従
軍
し
た
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
徳
岡
孝
夫

は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。 

  

七
五
年
四
月
の
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
の
直
前
、
直
後
に
国
外
に
脱
出
し

た
「
南
」
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
は
総
計
一
三
万
人
を
越
し
た
が
、
こ
れ
は

旧
サ
イ
ゴ
ン
政
権
の
関
係
者
や
政
府
軍
の
高
級
将
校
、
資
本
家
と
そ

の
家
族
が
大
半
で
あ
り
、
革
命
に
つ
き
も
の
の
亡
命
者
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
脱
出
者
は
切
れ
目
な
く
続
き
、
七

六
年
、
七
七
年
と
増
え
続
け
た
。 

 

こ
の
年
（
七
八
年
）、
外
国
に
到
着
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
難
民
は
八

万
五
千
人
以
上
に
達
し
た
。
そ
の
遭
難
率
は
五
〇
％
近
い
と
推
定
さ

れ
る
の
で
脱
出
者
の
実
数
は
七
八
年
だ
け
で
恐
ら
く
二
十
万
人
近
く

に
達
し
た
だ
ろ
う
。 

 

サ
イ
ゴ
ン
陥
落
時
の
難
民
が
、
米
軍
機
や
米
艦
艇
で
運
ば
れ
た
の

に
対
し
、
そ
の
後
の
難
民
は
、
陸
続
き
の
国
が
社
会
主
義
国
で
、
陸

路
の
脱
出
が
不
可
能
な
た
め
、
航
洋
性
の
な
い
河
川
用
の
船
や
小
さ

な
ボ
ロ
漁
船
で
海
上
に
乗
り
出
し
、
運
を
天
に
任
せ
て
近
隣
の
マ
レ

ー
シ
ア
や
タ
イ
の
沿
岸
に
た
ど
り
着
く
か
、
公
海
上
で
他
国
の
船
に

拾
わ
れ
る
か
を
当
て
に
し
た
決
死
的
脱
出
で
あ
っ
た
。
し
か
も
シ
ャ

ム
湾
に
跳
梁
す
る
海
賊
に
襲
わ
れ
れ
ば
殺
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
身
ぐ

る
み
剥
が
さ
れ
、
女
性
は
子
ど
も
に
至
る
ま
で
集
団
暴
行
さ
れ
る
。

船
は
エ
ン
ジ
ン
を
壊
さ
れ
、
燃
料
油
も
強
奪
さ
れ
る
か
ら
漂
流
せ
ざ
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る
を
え
な
い
。 

  
彼
ら
は
「
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
」
と
呼
ば
れ
、
海
流
に
乗
っ
て
し
ば

し
ば
日
本
の
沖
縄
や
五
島
列
島
、
時
に
神
奈
川
沖
に
漂
着
し
た
。
日

本
政
府
は
亡
命
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
国
是
を
も
っ
て
彼
ら
を
犯

罪
者
同
然
に
扱
い
、
一
部
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
届
け
、
多
く
を
ベ
ト

ナ
ム
本
国
に
送
還
し
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
れ
よ
り
ず
っ
と
時
代
が
下
っ
た
二
〇
〇
一
年
の
四
月
一
日
、
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
の
病
院
で
、
六
十
二
歳
に
な
っ
た
大
酒
食
ら
い
の
チ
ェ

ー
ン
ス
モ
ー
カ
ー
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
男
の
名
は
、
チ
ン
・
コ

ン
・
ソ
ン
と
い
う
。 

 

彼
は
一
九
三
九
年
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ク
ラ
ク
省
バ
ン
メ
ト
ー
ト
で

生
ま
れ
、
十
歳
で
サ
イ
ゴ
ン
に
移
っ
た
。
五
八
年
サ
イ
ゴ
ン
大
学
在

学
中
に
自
作
自
演
の
音
楽
活
動
を
始
め
、
南
ベ
ト
ナ
ム
で
反
戦
歌
手

と
し
て
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

六
七
年
か
ら
ハ
ノ
イ
生
ま
れ
の
女
性
歌
手
カ
イ
ン
・
リ
ー
と
組
ん

で
反
戦
活
動
の
先
頭
に
立
ち
、
七
二
年
に
政
府
か
ら
す
べ
て
の
活
動

が
禁
じ
ら
れ
た
。 

 

七
五
年
の
初
夏
、
彼
は
カ
イ
ン
・
リ
ー
と
と
も
に
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ

ル
の
一
員
と
し
て
密
出
国
し
、
命
か
ら
が
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
で
は
「
再
教
育
キ
ャ
ン
プ
」
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で

も
音
楽
活
動
が
禁
じ
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
国
内
で
「
ベ
ト
ナ
ム
」
を

語
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
だ
っ
た
。 

 

活
動
を
再
開
し
た
の
は
八
〇
年
に
入
っ
て
だ
っ
た
。
何
本
か
の
映

画
音
楽
を
担
当
す
る
う
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
が
経
済
開
放
策
に
転

じ
、
彼
の
音
楽
を
解
禁
し
た
。
八
九
年
、
か
つ
て
一
緒
に
活
動
し
た

カ
イ
ン
・
リ
ー
と
パ
リ
で
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

日
本
で
は
六
二
年
二
月
に
大
阪
の
毎
日
放
送
テ
レ
ビ
が
「
お
眠
り

坊
や
」
を
紹
介
し
、
七
八
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
近
藤
紘
一
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
も
と
に
制
作
し
た
ド
ラ
マ
『
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
来
た
妻
と
娘
』

の
主
題
歌
と
し
て
、
彼
が
作
っ
た
「
美
し
い
昔
」
が
流
さ
れ
た
。 

 

や
や
あ
っ
て
、
演
歌
歌
手
の
天
童
よ
し
み
が
「
美
し
い
昔
」
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
特
番
で
熱
唱
し
て
話
題
を
集
め
た
。
天
童
は
デ
ビ
ュ
ー
か
ら

長
い
間
、
ヒ
ッ
ト
曲
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
を
旅
行
し
た

と
き
、
街
角
に
流
れ
て
い
る
こ
の
曲
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
以
来
、
コ

ン
サ
ー
ト
で
必
ず
歌
う
こ
と
を
続
け
て
い
た
。
そ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
で

知
ら
れ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 
―
―
チ
ン
・
コ
ン
・
ソ
ン
自
身
は
、
歌
は
あ
ま
り
上
手
く
な
か
っ

た
。
だ
が
、
カ
イ
ン
・
リ
ー
と
言
う
表
現
者
を
得
た
こ
と
で
、
特
に

創
作
の
面
で
自
在
に
才
能
を
発
揮
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

と
評
さ
れ
る
。 
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彼
が
死
す
る
や
海
外
で
活
躍
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
人
歌
手
の
多
く

が
帰
国
し
、
党
委
員
長
な
ど
も
弔
問
に
訪
れ
た
。
沿
道
に
は
一
万
人

も
の
民
衆
が
出
て
、
そ
の
棺
を
見
送
っ
た
。 

 

「
お
眠
り
坊
や
」
は
、「
美
し
い
昔
」
と
と
も
に
彼
の
代
表
作
と

さ
れ
る
。
日
本
で
の
タ
イ
ト
ル
は
「
坊
や
大
き
く
な
ら
な
い
で
」
と

い
う
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
耳
に
は
、
森
山
良
子
の
歌
声
と
と
も
に

記
憶
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

四 
  

戦
争
は
勝
者
に
も
敗
者
に
も
、
戦
後
の
痛
み
を
残
す
。 

 

途
中
で
「
和
平
」
を
口
実
に
戦
線
か
ら
離
脱
し
、
敗
戦
の
原
因
を

作
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
犯
罪
を
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
北
ベ
ト
ナ

ム
が
ソ
連
や
中
国
の
よ
う
に
大
国
で
あ
っ
た
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
拡

大
の
張
本
人
と
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ニ
ク
ソ
ン
の
歴
代
大
統
領
は
、

東
条
英
機
と
同
じ
判
決
を
受
け
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。 

 

公
的
な
裁
き
は
受
け
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
後
、
一
九

八
〇
年
代
末
ま
で
「
ベ
ト
ナ
ム
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
悪
魔
に

う
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
責
任
の
追
及
は

行
わ
れ
ず
、
要
す
る
に
「
何
も
な
か
っ
た
」
こ
と
に
し
よ
う
と
、
社

会
全
体
が
考
え
た
。 

 

七
〇
年
代
の
後
半
、
フ
ォ
ー
ド
も
カ
ー
タ
ー
も
レ
ー
ガ
ン
も
、
こ

の
こ
と
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
と

そ
の
家
族
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
が
救
わ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
た
。 

 

だ
が
そ
れ
は
、
所
詮
無
理
な
話
だ
っ
た
。
初
め
て
傷
を
癒
し
て
く

れ
る
指
導
者
や
映
画
を
求
め
、
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
登
場

や
ス
タ
ロ
ー
ン
主
演
の
「
ラ
ン
ボ
ー
」
な
ど
は 
 

―
―
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
戦
争
。 

 

と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
表
現
し
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
世
代
＝
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
マ
ー
達
が
あ
る
程

度
余
裕
あ
る
生
活
を
す
る
八
〇
年
代
半
ば
（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
十

周
年
の
頃
）
か
ら
、
こ
の
戦
争
を
よ
り
リ
ア
ル
に
見
つ
め
直
そ
う
と

す
る
傾
向
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
「
風
に
吹
か
れ
て
」 

 

ジ
ョ
ー
ン
・
バ
エ
ズ
「
勝
利
を
わ
れ
ら
に
」「
ド
ナ
・
ド
ナ
」 

 

ピ
ー
タ
ー
、
ポ
ー
ル
＆
マ
リ
ー
「
花
は
ど
こ
へ
い
っ
た
」 

 

マ
マ
ス
＆
パ
パ
ス
「
夢
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
」「
花
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
」 

 
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
「
合
衆
国
に
生
れ
て
」 

 
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
」「
イ
マ
ジ
ン
」 

 
カ
ー
テ
ィ
ス
・
メ
イ
フ
ィ
ル
ド
「
バ
ッ
ク
・
ツ
ー
・
ザ
・
ワ
ー
ル

ド
」 

 

ス
テ
ィ
ビ
ー
・
ワ
ン
ダ
ー
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
エ
イ
リ
ア
ム
」 
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ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
「
ザ
・
ナ
イ
ロ
ン
・
カ
ー
テ
ン
」 

 
ジ
ミ
ー
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
「
ジ
プ
シ
ー
の
バ
ン
ド
」 

 
サ
イ
モ
ン
＆
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
「
ス
カ
ボ
ロ
フ
ェ
ア
」「
７
時
の

ニ
ュ
ー
ス
／
き
よ
し
こ
の
夜
」 

 

マ
ー
ビ
ン
・
ゲ
イ
「
ホ
ワ
ッ
ツ
・
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
オ
ン
」 

 

エ
ル
・
チ
カ
ー
ノ
「
ビ
バ 

テ
ィ
ラ
ド
」 

 

ジ
ミ
ー
・
ク
リ
フ
「
メ
ニ
ー
・
リ
バ
ー
・
ツ
ー
・
ク
ロ
ス
」 

 

…
… 

  

こ
れ
ら
の
歌
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
あ
る
い
は
そ
の
終
結
後
、
ア
メ

リ
カ
国
内
で
、
な
い
し
全
世
界
で
反
戦
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
。 

 

ジ
ョ
ー
ン
・
バ
エ
ズ
が
歌
い
上
げ
た
「
勝
利
を
わ
れ
ら
に
」
は
、

も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
解
放
運
動
の
歌
だ
っ
た
し
、
ピ

ー
タ
ー
、
ポ
ー
ル
＆
マ
リ
ー
（
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
の
「
花
は
ど
こ
へ
い
っ
た
」

は
マ
レ
ー
ネ
・
デ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
が
す
で
に
第
二
次
大
戦
前
に
歌
っ
て

い
た
。 

 

ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
「
合
衆
国
に
生
れ
て
」

は
、
次
の
よ
う
に
歌
う
。 

  
 

地
元
で
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ 

 
 

軍
隊
に
入
隊
さ
せ
ら
れ 

 
 

黄
色
い
人
間
を
殺
す
た
め
に
外
地
へ
送
ら
れ
た 

 
 

故
郷
に
帰
っ
て
精
油
所
へ
行
く
と 

 
 

人
事
係
に
「
一
存
で
雇
え
る
な
ら
い
い
ん
だ
が
」
と
言
わ
れ 

 
 

復
員
軍
人
庁
の
役
人
に
会
い
に
行
っ
た
ら 

 
 

「
も
う
現
状
が
分
か
っ
た
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た 

 
 

ケ
ソ
ン
で
ベ
ト
コ
ン
と
戦
っ
た
同
胞
が
い
た
よ 
 
 

ベ
ト
コ
ン
た
ち
は
ま
だ
生
き
て
る
け
ど 

 
 

あ
い
つ
は
も
う
い
な
い 

 
 

あ
い
つ
に
は
サ
イ
ゴ
ン
に
愛
す
る
女
が
い
た 

 
 

彼
女
の
腕
に
抱
か
れ
て
る 

 
 

あ
い
つ
の
写
真
を
今
で
も
持
っ
て
る 

  

サ
イ
モ
ン
＆
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
の
「
７
時
の
ニ
ュ
ー
ス
／
き
よ
し

こ
の
夜
」
は
衝
撃
的
な
作
品
だ
っ
た
。
流
れ
る
の
は
、
サ
イ
モ
ン
＆

ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
が
歌
う
聖
歌
「
き
よ
し
こ
の
夜
」
で
あ
る
。
そ
の

静
か
で
清
々
し
い
歌
声
を
バ
ッ
ク
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
何
人
の
ア
メ
リ

カ
兵
が
死
ん
だ
か
、
そ
の
戦
闘
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
語
ら
れ
る
。 

 
歌
だ
け
で
な
く
多
く
の
映
画
が
作
ら
れ
た
。 

 
「
プ
ラ
ト
ー
ン
」
は
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
り
、

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。  

 

「
地
獄
の
黙
示
録
」
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
ワ
レ
キ
ュ
ー
レ
が
印
象
的

だ
っ
た
。 
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シ
ル
ベ
ス
タ
・
ス
タ
ロ
ー
ン
主
演
・
脚
本
の
「
ラ
ン
ボ
ー
」
第
一

作
は
、
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
の
苦
悩
を
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
と
し
て
描
い

た
。
燃
え
が
る
町
、
爆
発
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
映
像

が
、
戦
争
の
風
景
と
重
な
っ
た
。 

 

オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
は
「
７
月
４
日
に
生
ま
れ
て
」
と
い
う
作

品
も
残
し
て
い
る
。
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
が
好
演
し
た
。 

 

ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
マ
シ
ュ
ー
・
モ
デ
ィ
ー
ン
を

主
演
に
起
用
し
て
「
フ
ル
・
メ
タ
ル
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」
を
作
っ
た
。
ジ

ャ
ン
グ
ル
が
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
異
色
の
反
戦
映
画
だ
っ
た
。 

 

ロ
バ
ー
ト
・
ア
ル
ト
マ
ン
の
「
マ
ッ
シ
ュ
」
は
ベ
ト
ナ
ム
の
野
戦

病
院
に
送
り
込
ま
れ
た
医
師
た
ち
の
日
常
を
コ
メ
デ
ィ
・
タ
ッ
チ
で

描
い
た
。
冗
談
を
交
わ
し
な
が
ら
負
傷
し
た
兵
士
の
血
が
吹
き
出
る

首
を
両
手
で
押
さ
え
る
シ
ー
ン
は
、
不
謹
慎
と
い
う
よ
り
、 

 

―
―
笑
っ
ち
ゃ
う
よ
り
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
う
？ 

 

と
い
う
、
こ
の
戦
争
の
本
質
を
描
い
て
い
た
。 

 

空
軍
機
が
撒
き
散
ら
し
た
枯
葉
剤
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
レ
ン
ジ
」

の
後
遺
症
は
、
従
軍
兵
士
と
そ
の
家
族
に
後
遺
症
を
も
た
ら
し
た
。

一
九
六
一
年
か
ら
七
一
年
ま
で
の
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
散
布
し
た
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
レ
ン
ジ
」
は
一
千
二
百
万

ガ
ロ
ン
に
及
び
、
他
の
枯
葉
剤
、
殺
虫
剤
は
一
千
九
百
万
ガ
ロ
ン
に

達
し
て
い
た
。 

 

そ
の
中
に
は
大
量
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
て
い
て
、
地
中
に

深
く
染
み
込
み
、
植
物
を
汚
染
し
、
最
終
的
に
食
べ
物
と
な
っ
て
人

間
を
汚
染
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
従
軍
兵
士
の
三
世
代
あ

と
の
子
孫
に
、
先
天
性
失
損
症
が
少
な
か
ら
ず
出
て
お
り
、
ベ
ト
ナ

ム
で
は
六
十
五
万
人
が
な
お
も
慢
性
的
な
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
。 
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 〜
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〜 

補 

注 
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〜 

 

ズ
オ
ン
・
バ
ン
・
ミ
ン 

D
uong V

an M
inh

／
１
９
１
６
〜
２
０
０
１
。

一
九
六
三
年
十
一
月
、
南
ベ
ト
ナ
ム
陸
軍
准
将
だ
っ
た
と
き
独
裁
的
暴
政
者

と
さ
れ
た
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ
ム
大
統
領
に
対
し
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し

臨
時
政
府
を
樹
立
し
た
。
翌
六
四
年
一
月
、
敵
対
勢
力
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ

っ
て
失
脚
し
、
政
局
か
ら
姿
を
消
し
た
。
し
か
し
彼
は
は
「
ビ
ッ
グ
・
ミ
ン
」

の
異
名
で
軍
と
民
衆
か
ら
支
持
さ
れ
て
お
り
、
七
一
年
の
大
統
領
選
挙
に
立

候
補
し
た
。
選
挙
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の
ミ
ン
が
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ュ
ー
政
権
は
改
め
て
認
識
し
、
閣
僚
と
し
て

起
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

七
五
年
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
南
進
が
始
ま
り
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
総
崩
れ
に
な

っ
た
と
き
、
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ュ
ー
、
グ
エ
ン
・
カ
オ
・
キ
ら
政
府
首
脳

が
い
ち
早
く
海
外
に
脱
出
し
た
が
、
ミ
ン
は
サ
イ
ゴ
ン
に
留
ま
っ
て
臨
時
大

統
領
に
就
任
し
た
。
大
統
領
就
任
か
ら
四
十
四
時
間
後
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
北

ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
対
し
て
無
条
件
降
伏
を
通
告
、
大
統
領
官
邸
に
突
入
し
て

き
た
ベ
ト
コ
ン
兵
士
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。
ミ
ン
は
そ
の
後
拘
禁
生
活
を

送
っ
た
が
、
八
三
年
フ
ラ
ン
ス
へ
の
出
国
が
認
め
ら
れ
、
の
ち
ア
メ
リ
カ
に

移
っ
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
余
生
を
送
っ
た
。 

フ
エ 

H
ue

：
ベ
ト
ナ
ム
最
後
の
王
朝
グ
ェ
ン
王
朝
（
一
八
〇
二
〜
一
九
四

五
）
の
都
が
あ
っ
た
。
現
在
は
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。
王
宮
は
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
で
被
害
を
受
け
た
。 

葉
剣
英 
Y
e Jianying

／
１
８
９
７
〜
１
９
８
６
。
広
東
省
梅
県
に
生
ま
れ

雲
南
講
武
堂
を
出
て
広
東
革
命
政
府
軍
に
参
加
し
た
。
一
九
二
四
年
黄
埔
軍

官
学
校
教
官
と
な
り
二
六
年
北
伐
軍
に
参
加
、
二
七
年
中
国
共
産
党
に
入
っ

て
広
東
暴
動
を
指
導
し
た
が
失
敗
し
て
香
港
に
逃
れ
、
次
い
で
ド
イ
ツ
、
モ

ス
ク
ワ
に
留
学
し
た
。
帰
国
し
た
三
〇
年
党
中
央
軍
事
委
参
謀
長
、
三
一
年

江
西
ソ
ビ
エ
ト
区
紅
軍
第
三
師
団
参
謀
長
、
労
農
紅
軍
学
校
長
な
ど
を
経
て

三
四
年
の
長
征
に
参
加
、
三
六
年
西
安
事
件
で
周
恩
来
と
と
も
に
蒋
介
石
と

の
交
渉
に
当
た
っ
て
第
二
次
国
共
合
作
を
成
立
さ
せ
た
。
四
九
年
新
中
国
政

府
下
で
北
京
市
長
か
ら
広
東
省
人
民
政
府
主
席
と
な
り
、
五
一
年
華
南
軍
区

司
令
、
五
五
年
に
元
帥
と
な
っ
た
。 
 

五
六
年
軍
事
科
学
院
長
と
な
っ
た
の
を
機
に
中
央
政
府
に
参
画
す
る
よ
う

に
な
り
、
六
七
年
中
央
軍
事
委
副
主
席
、
政
協
主
席
な
ど
を
務
め
た
が
文
化

大
革
命
で
林
彪
派
の
攻
勢
で
権
力
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
。
七
一
年
中
央
政
界

に
復
帰
し
、
七
三
年
党
副
主
席
、
七
五
年
国
防
部
長
と
し
て
七
六
年
十
月
の

四
人
組
逮
捕
を
主
導
し
た
。
華
国
鋒
、
胡
耀
邦
政
権
で
党
副
主
席
、
政
治
局

常
務
委
員
、
七
八
年
か
ら
八
三
年
ま
で
全
人
代
常
務
委
員
長
を
務
め
た
。
周

恩
来
死
去
直
前
、
病
床
に
あ
っ
た
周
、
鄧
小
平
と
三
人
で
江
青
ら
四
人
組
打

倒
の
策
を
練
っ
た
と
さ
れ
る
。
引
退
後
も
党
と
軍
の
大
長
老
と
し
て
大
き
な

影
響
力
を
持
っ
た
。 

保
大 

Bao D
ai

／
バ
オ
ダ
イ
／
１
９
１
３
〜
１
９
９
７
。
ベ
ト
ナ
ム
王
国

の
皇
帝
だ
っ
た
が
最
初
フ
ラ
ン
ス
軍
、
の
ち
日
本
軍
の
傀
儡
政
権
と
な
り
、

第
二
次
大
戦
終
結
の
翌
年
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
に
政
権
を
譲
っ
た
。
一
九
四
九

年
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
後
押
し
で
「
南
ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
シ
チ
ナ
共
和
国
」
を
樹

立
、
そ
の
元
首
に
就
任
し
た
が
五
四
年
デ
ィ
ア
ン
・
ビ
エ
ン
・
フ
ー
の
戦
い

で
フ
ラ
ン
ス
軍
が
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
大
敗
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
フ
ラ
ン
ス

に
移
住
し
た
。 

Ｂ
―
５
２
爆
撃
機 

「
Ｂ
―
５
２
」
は
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
開
発
コ
ー
ド
で
、

正
式
名
称
は
「
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
」。
全
幅
五
十
六
・
四
メ
ー
ト
ル
、

全
高
十
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
全
長
四
十
八
・
一
メ
ー
ト
ル
、
総
重
量
二
百
二
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十
三
ト
ン
、
最
高
速
度
は
毎
時
一
千
三
十
七
キ
ロ
、
航
続
距
離
は
二
万
百
キ

ロ
と
い
う
超
々
大
型
爆
撃
機
。
そ
も
そ
も
は
戦
略
核
爆
撃
機
と
し
て
設
計
さ

れ
た
が
七
一
年
に
ミ
サ
イ
ル
と
通
常
爆
弾
に
よ
る
全
天
候
型
爆
撃
機
に
改
良

さ
れ
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
に
使
わ
れ
た
ほ
か
、
輸
送
機
に
改
造
し
た
同
型

機
が
戦
車
や
重
火
砲
、
軍
用
車
な
ど
を
大
量
に
空
輸
し
た
。 

古
森
義
久 

こ
も
り
・
よ
し
ひ
さ
／
１
９
４
１
〜 

：
東
京
都
に
生
ま
れ
慶

應
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
出
て
毎
日
新
聞
社
に
入
っ
た
。
サ
イ
ゴ
ン
、
ワ
シ

ン
ト
ン
特
派
員
、
の
ち
産
経
新
聞
に
移
り
ロ
ン
ド
ン
支
局
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン

支
局
長
を
歴
任
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
、
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
後
も
現
地
に

踏
み
と
ど
ま
っ
て
報
道
を
続
け
、
七
五
年
度
ボ
ー
ン
上
田
賞
を
受
賞
。
八
一

年
に
は
在
日
米
軍
の
「
核
持
ち
込
み
」
を
否
定
し
な
い
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
発
言

を
ス
ク
ー
プ
し
た
。主
な
著
書
に『
ベ
ト
ナ
ム
報
道
一
三
○
○
日
』（
一
九
七
、

筑
摩
書
房
）、『
世
界
は
変
わ
る
』（
一
九
九
一
、
文
藝
春
秋
）
な
ど
が
あ
る
。 

徳
岡
孝
夫 

と
く
お
か
・
た
か
お
／
１
９
３
０
〜 
：
大
阪
市
に
生
ま
れ
京

都
大
学
英
文
科
を
出
て
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
シ
ラ
キ

ュ
ー
ス
大
学
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
毎
日
新
聞
社
に
入
り
社
会
部
記
者
、
編

集
次
長
、
編
集
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
記
者
時
代
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
中

東
戦
争
、
三
島
事
件
な
ど
を
取
材
し
た
。
三
島
事
件
の
際
に
は
、
三
島
が
直

前
に
決
行
を
伝
え
た
二
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
人
。
ま
た
日
米
開
戦
に

い
た
る
真
珠
湾
攻
撃
前
夜
の
歴
史
発
掘
を
手
が
け
、
当
時
の
外
務
省
怠
慢
の

責
任
を
追
及
し
た
。
主
な
著
書
に
『「
真
珠
湾
」
を
知
っ
て
い
た
女
』（
一
九

九
三
、
文
藝
春
秋
）
が
あ
る
。 

沖
縄
や
五
島
列
島
へ
の
漂
着 

民
俗
学
・
歴
史
学
の
観
点
で
ベ
ト
ナ
ム
の
ボ

ー
ト
ピ
ー
プ
ル
は
一
つ
の
実
証
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
コ
ー
チ
シ
ナ
半
島
か
ら
海
流
に
乗
れ
ば
七
日
以
内
で
沖
縄
や
五
島
列

島
に
漂
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
縄
文
・
弥
生
文
化
、

原
日
本
人
の
形
成
を
考
察
す
る
う
え
で
貴
重
な
事
実
だ
っ
た
。 

カ
イ
ン
・
リ
ー 
K
hanh Ly

／
１
９
４
５
〜 

：
ハ
ノ
イ
市
に
生
ま
れ
、
一

九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
歌
手
と
な
っ
た
。

チ
ン
・
コ
ン
・
ソ
ン
と
出
会
い
、
ベ
ト
ナ
ム
を
素
材
に
し
た
歌
を
唄
っ
た
。

七
〇
年
代
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
戻
り
、
七
五
年
四
月
二
十
九
日
（
サ
イ
ゴ
ン
解

放
前
日
）
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
し
て
脱
出
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
を
拠
点
に
歌
手
活
動
を
続
け
、
越
僑
歌
手
の
重
鎮
と
し
て
知
ら

れ
る
。 

近
藤
紘
一 

こ
ん
ど
う
・
こ
う
い
ち
／
１
９
４
０
〜
１
９
８
６
。
東
京
に
生

ま
れ
六
三
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
を
出
て
産
経
新
聞
社
に
入
り
、
七
一
年
サ

イ
ゴ
ン
特
派
員
と
な
っ
た
。
現
地
の
下
宿
先
の
女
性
と
結
婚
し
、
七
五
年
四

月
の
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
の
模
様
を
日
記
体
で
書
き
、
同
年
十
月
『
サ
イ
ゴ
ン
の

い
ち
ば
ん
長
い
日
』
と
し
て
出
版
し
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
崩
壊
し
て
い

く
状
況
を
、
社
会
や
文
化
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
描
い
た
。
続

編
と
も
い
う
べ
き
『
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
来
た
妻
と
娘
』
で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
け
た
。 
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